
脳梗塞・心筋梗塞は静かに進行していき、突然発症する危険な病気 

各種取り組みを行っているものの、日本の肥満人口は年々増えてきております 

全人口に占める肥満の割合の推移（男性） 

メタボの人の医療費は非メタボの人よりも8～12万円ほど高く、医療費を圧迫する
要因になっております。また、この層は健康診断でD判定が出てもなかなか医療 

機関に行かないという事実があります 

出所： 日経新聞 出所： 日本医療データセンター 

しかし、そのまま放置していくと、最終的には脳梗塞・心筋梗塞という死にも直結す
る病にまで発展していきます 

メタボ／非メタボの年間医療費の差 健診でD判定が出た人の半年間の放置率 

脳梗塞・心筋梗塞は、発症する前に「如何にして予防するのか」が重要です。 

約10万円の差 
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• 特定健診・特定保健指導が
2008年から開始されたが、まだ
大きな効果を発揮していない 

• 国民医療費は2011年に38.5兆
円を突破 

• 前年比3.3%増で初めて国民一
人当たり30万円を突破 

【%】 
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（54歳で脳梗塞を発症された方の過去の健康診断におけるD判定） 

（57歳で心筋梗塞を発症された方の過去の健康診断におけるD判定） 
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これだけ健康診
断で引っかかって
いても、まさか自
分が発症すると
は思っていなかっ
たのではないか 

8割以上の
人が放置 

出所：厚生労働省「国民健康・栄養調査結果の概要」 

出所：生活習慣病健診・保健指導の在り方に関する検討会 尼崎市野口緑氏提出資料より一部改変        



脳梗塞・心筋梗塞の将来の発症リスクを血液検査から簡単に測定
できる、LOX-index検査が注目を集めております。 

既存の検査項目では、脳梗塞・心筋梗塞の発症リスクを早期に把握ことはできない 

NKメディコ㈱が新たにリリースした、LOX-indexは動脈硬化の初期症状を捉えるこ
とで、将来の脳梗塞・心筋梗塞の発症リスクを計る世界で唯一無二の検査です 

• 動脈硬化とそれに続く心筋梗塞等のリスク指標としては、LDL（悪玉）コレステロールが有名ですが、脳梗塞
とはそもそも相関性が無く、心筋梗塞についても発症者全体の約30%は相関性が無いことが明らかになっ
ております。 

⇒LDLが低くても心筋梗塞を発症する人が発症者全体の3割。LDLだけを見ていては危険！ 

• 脳の精密検査として、脳ドックが有名ですが、脳梗塞の発症有無と血管状態から類推される発症リスクが 

わかるものの、脳以外の部分が原因の脳梗塞（全体の約35%）は検査できていないのが現状です。 

⇒画像に映った時にはもう病態が進行している／脳ドックは頸部以下は診れない！ 

たった1万円強で、血液検査だけで簡単に検査できる手軽さがポイントです 

LOX-indexと動脈硬化のメカニズム仮説： 

医学的なエビデンスも揃っております 
• LOX-1は国立循環器病研究センターの沢村達也先生が1997年に世界で初めて発見し、Nature誌に発表さ
れております。 

• 大阪府吹田市で行われた、1996年から2007年までの11年間、2,500名の疫学研究で、LOX-index値が 

高い人は、低い人に比べて、脳梗塞発症リスクが3倍、心筋梗塞発症リスクが2倍であることがわかり、 

2010年に医学界では権威のあるClinical Chemistry 誌に発表されております。 

• LOX-index検査は、血液検査のみの簡単な検査で、時間はかかりません。 

• 価格は1万2千円と、健康に気を遣っている方なら、すぐに意思決定できるレベルです。 

• 4～6万円程度かかり、時間もかかる、脳ドックと比べてもかなり手軽に受診可能です。 

• 全国約250か所の医療機関で受診できます 

企業・健保の採用も増えてきております（今年度16の企業・健保） 

• LOX-indexとは、動脈硬化の真の原因がLDLコレステロールが酸化・変性した変性LDLと血管内皮の
LOX-1との結合によるアテローム形成であるとし、変性LDLとLOX-1を測定・算出する指標です。 

動脈硬化の進行

LOX-index = sLOX-1 LAB×
• LDLが変性した変性LDLとそれを捕捉するタ
ンパク質：LOX-1の2項目を測定

• 動脈硬化の初期症状を捉えている

生活習慣改善契機になる⇒これまでなかなか生活習慣を変えられなかった方も変わります 1 

貴重な労働人材の維持⇒突然倒れられ業務が滞る前に、リスクを把握し対処できます 2 

健康経営のPR/CSR⇒”健康経営”に先進的に取り組む企業・健保として対外発信できます 3 

将来的な医療費削減⇒放置していれば必要になる医療費を予防することで削減できます 4 



受診者の方には、検査結果の詳しい解説と、結果に応じた生活 

習慣改善指導をまとめた詳細な報告書をお渡ししております。 

発症リスクのレベルを分
かりやすいグラフで記載 

過去の検査結果も踏
まえた詳細な解説付き 

検査結果に対する総合評
価と改善の方向性を提案 

検査結果報告書例： 

医師のコメント： 

• 癌は発見が遅れて余命3ヶ月でも、3ヶ月間は本人も家族も死に向かって準備ができる。しかし、脳梗塞・心筋梗塞は突然発症し、そのま
ま何の準備もできないまま、命を落とすこともあるので、だからこそ、リスクを把握し、予防することに意義がある。 

• メタボと言われても、もはや何も感じない人が多いが、LOX-indexを受診し、「脳梗塞・心筋梗塞の発症リスクが高い」と言われると、危険
な病を初めて自分事と認識し、生活習慣を改善し始める人が多い。 

NKメディコ株式会社のご紹介 


